２　大原美術館展
モネ、ルノワール、モディリアーニから草間彌生まで。
Masterpices from the Ohara Museum of Art

会期：平成24年5月19日(土)～7月8日(日)
会場：北海道立近代美術館　特別展示室
主催／北海道立近代美術館、テレビ北海道、北海道新聞社
特別協賛／株式会社　ニトリ
後援／北海道、北海道教育委員会、札幌市、札幌市教育委員会、札幌商工会議所、日本経済新聞社
特別協力／公益財団法人大原美術館
協力／JR北海道

大原美術館は日本で最初の西洋美術館として1930（昭和5）年、岡山県倉敷市に創設された。倉敷紡績（クラボウ）を受け継ぎ、倉敷絹織（クラレ）を創始した大原孫三郎は、地元岡山の洋画家・児島虎次郎に収集作品の選択と購入を託し、コレクションの礎が築かれる。「世のため、人のため」という孫三郎の志を継いだ長男總一郎の時代以後も大原美術館のコレクションは、それぞれの時代を映しながら、豊かに大きく発展していく。中核をなす絵画部門は、ヨーロッパと日本の近代絵画はもちろん、戦後アメリカ美術から現代に至る旗手たちの作品が次々に収集されていく。そのほとんどの作品が、同時代の優れた作家による、前衛的思考を持った作品であった。常に同時代の実験的、前衛的な表現を支援し、収集してきた大原美術館は21世紀に入った以降も現代作家の支援を続けており、「生きて成長していく」美術館として、今もなお同時代を見つめ続けている。
今回はその大原美術館の主要作品80点が初めて海峡を渡り、北海道で開催されたコレクション展である。モネやルノワールといった西洋名画から日本の現代美術まで、収集の長い歴史とコレクションの魅力を示す3部構成とし、幅広い年齢層の観覧者に好評を得、44日間で観覧者数は73,320名に及んだ。

●展示構成
Ⅰ　古典となった前衛精神と西洋の絵画
Ⅱ　児島虎次郎と日本近代の洋画
Ⅲ　アンフォルメルと現代の美術

●印刷物
ポスター／B2判
チラシ／A4判
観覧券／縦16.5×横6.5㎝
印刷：株式会社アイワード
デザイン：松浦志乃

●図録
B5判変形（175×175mm）／120ページ 
編集：佐藤幸宏、土岐美由紀、福地大輔
テキスト：柳沢秀行「今を生きる人々にとって意義のあること。美術館は生きて成長してゆくもの。文化が汗をかく世紀。」
章解説：佐藤幸宏、光岡幸治、久米淳之
作品解説：佐藤幸宏、光岡幸治、久米淳之
関連年表
デザイン・制作：松浦志乃
発行：テレビ北海道 

●作品輸送・展示
日本通運株式会社

●会場造作
株式会社六書堂

●関連事業
［講演会］
日時：5月19日（土）　午後２時～３時
「美術の冒険　大原美術館の誕生をめぐって」
講師：高階秀爾氏（大原美術館館長）
会場：講堂 

 ［特別講演会］
日時：5月20日（日）　午後1時～2時
「大原美術館の今　アーティストと観客との協同」
講師：柳沢秀行氏（大原美術館学芸課長）
会場：講堂 

［特別講座］
日時：6月2日（土）、6月16日（土）、6月30日（土）　各日午後２時～３時
「大原美術館コレクションへの招待」
講師：6月2日（土）：佐藤幸宏（当館学芸第一課長）
6月16日（土）：福地大輔（当館学芸員）
6月30日（土）：土岐美由紀（当館主任学芸員）
会場：講堂 


［ホテルオークラ札幌主催「芸術家たちの美と食を愉しむランチ＆トーク」］
日時：5月22日（火）、6月21日（木）　各日午前11時30分～
講師：5月22日（火）：福地大輔（当館学芸員）
6月21日（木）：佐藤幸宏（当館学芸第一課長）
会場：特別展示室、ホテルオークラ札幌

［ギャラリー・ツアー］
日時：6月19日（火）　午後2時～2時30分
講師：吉川あゆみ氏（大原美術館主任学芸員）
会場：特別展示室

［オリエンテーション］
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●主な新聞・雑誌記事
北海道新聞　2月7日（火）、5月17日（木）夕刊、5月20日（日）、5月27日（日）、6月7日（木）夕刊、6月18日（月）、6月20日（水）、6月20日（水）夕刊、6月21日（木）夕刊、7月26日（木）夕刊
十勝毎日新聞　6月7日（木）夕刊		
北海道通信　6月25日（月）		
